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犯罪死の見逃し防止に資する死因犯罪死の見逃し防止に資する死因究明究明制度制度

の在り方に関する研究会中間取りまとめのの在り方に関する研究会中間取りまとめの
概要等概要等概要等概要等

～～CTCT検査の位置付け等～検査の位置付け等～

警察庁刑事局捜査第一課

死体発見 警察への届出

日本警察日本警察における死体取扱いの流れおける死体取扱いの流れ

犯罪死体

１６０，８５８体１６０，８５８体

１４４，３１６体１５，７３１体１５，７３１体８１１体８１１体

検証・実況見分 検視（刑訴法第229条） 警察による死体見分
（死体取扱規則第４・６条）

変死体 非犯罪死体

スクリーニング

○ 数字は平成２１年中の死体取扱い数

犯罪死体及び
その疑いがある死体

非犯罪死体

遺族への死体の引き渡し等

６６,,５６９体５６９体

司法解剖 行政（承諾）解剖

９９,,６１５体６１５体
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警察における死体取扱総数の推移
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(％)(人) 臨場率・検視官数等の推移

検視官数（人）

補助者数（人）

検視官臨場率（％）

※ 検視官数、補助者数は各年4月1日現在の数値である。

平成１１年 平成１２年平成１３年平成１４年平成１５年平成１６年平成１７年平成１８年平成１９年平成２０年平成２１年平成２２年

検 視 官 数 （ 人 ） 127 128 131 133 134 136 136 144 147 160 196 221

検視官臨場率（％） 14.9 14.4 14.1 13.5 12.0 11.9 11.8 11.2 11.9 14.1 20.3 -

補 助 者 数 （ 人 ） 128 135 143 169 317 358
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(％)(体) 解剖率等の推移

死体解剖数（体）

解剖率（％）

平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年

死体解剖数（体） 10,287 12,225 11,618 12,147 11,974 12,873 13,570 14,042 14,725 15,716 16,184

解 剖 率 （ ％ ） 9.0 10.5 9.7 9.7 8.9 9.5 9.1 9.4 9.5 9.7 10.1

司法解剖数（体） 4,407 4,650 4,601 4,969 4,942 5,524 5,901 6,285 6,569

解 剖 率 （ ％ ） 3.7 3.7 3.4 3.7 3.3 3.7 3.8 3.9 4.1

行政解剖数（体） 7,211 7,497 7,373 7,904 8,628 8,518 8,824 9,431 9,615

解 剖 率 （ ％ ） 6.0 6.0 5.5 5.8 5.8 5.7 5.7 5.8 6.0
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